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図１ 二本松市トロミ遺跡遺構配置図（能登谷・三浦ほか 2013） 

図２ トロミ遺跡 1 号井戸跡(能登谷・三浦ほか 2013) 
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図３ 1 号井戸跡出土かわらけ（１）(能登谷・三浦ほか 2013) 

図４ 1 号井戸跡出土かわらけ(2) (能登谷・三浦ほか 2013) 
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図５ 1 号井戸跡出土かわらけ(3)(能登谷・三浦ほか 2013) 

 

 

図６ 会津盆地のかわらけの変遷（吉田・五十嵐ほか 2005） 
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図７ 平泉セットの分布（八重樫 2002） 
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図８ 奥州における12世紀と13世紀のかわらけの分布(東北中世2003)


